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資料２ 

 

第３期美波町総合戦略 

「“にぎやかそ”美波ふるさと創造戦略～共創によるまちづくり～」（素案） 

の策定に係るパブリックコメントの実施結果について 

 

１．パブリックコメントの実施 

第３期美波町総合戦略「“にぎやかそ”美波ふるさと創造戦略～共創によるまちづくり～」の策定

にあたり、令和７年２月３日（月）～令和７年２月 26日（水）まで、計画素案に対するご意見を募集し

ました。 

ご提出いただきましたご意見とそれに対する対応等について整理しました（記述が途中であった

ものや意図が理解できないものは除く）。なお、重複等は、趣旨を損なわない範囲で一部省略、追

記、要約または分割している場合があります。 

 

２．募集期間 

令和７年２月３日（月）～令和７年２月 26日（水） 

 

３．周知方法 

（１）掲載場所  美波町ＨＰ 

（２）配布・設置 美波町役場、由岐支所 

 

４．意見提出数 

（１）メール  意見提出数：８件（提出者：１名） 

（２）郵送  意見提出数：-件 

（３）FAX  意見提出数：-件 

（４）持参  意見提出数：-件 

 

５．意見対応番号 

「６．計画素案へのご意見とそれに対する対応等」における対応区分の説明です。 

①ご意見の趣旨を踏まえて計画書に反映します。 

②ご意見の趣旨は素案で取り上げており、趣旨に沿って取り組みます。 

③ご意見の趣旨は素案へ反映しませんが、まちづくりにおいて重要な視点と捉え、努力します。 

④その他 
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６．計画素案へのご意見とそれに対する対応等 

番号 ページ 対応箇所 ご意見の内容（要旨） 対応案 対応区分 
      

1 P2 （３）総合戦略の策定にあたっての基本的な視点 

■美波町にぎやかそ町民憲章に基づくまちづくり 

（３）総合戦略の策定にあたっての基本的な視点「美波町にぎやかそ町民憲章

に基づくまちづくり」に問題を感じる。この町民憲章には、ＳＤＧｓの３側面（経済・

社会・環境）の考え方の 11 にある「住み続けられるまちづくりを」が欠落している。 

・美波町にぎやかそ町民憲章は、『人と人の絆を育み、みんなの輪が広がるまちを

つくります。』における「安全で安心して暮らせるまちにしていく」に代表されるよう

に、住み続けられるまちを目指しているものです。また、本計画の策定の主旨が、

住み続けられるまちづくりの指針になるものとして策定しています。 

④ 

2 P11 【基本目標１】みなみの魅力を活かした人の流れづくり 

（ア）定住・交流の場として選ばれるまちづくり 

②みなみの個性を活かしたまちづくり 

■おもてなしの意識づくり 

●多様な自然体験プログラム等の提供と必要備品及

び設備の充実 

漁獲量が大きく減少している対策として実施してきた「潮騒体感プロジェクト」を

強化すべき。 

 

○潮騒体感プロジェクトの推進について 

・海を活かした体験型交流事業について、美波町としての推進体制を整備する

こと 

・当面は、木岐地区の成果を基礎に事業の年間実施可能回数を調査し、観

光関係事業等と関係を強化 

・日和佐から伊座利まで、各漁協で得意とする分野を抽出し、役場が伴走型

で推進すること 

・非常に重要な観点と認識しております。お示ししていただいた内容は、「多様な

自然体験プログラム等の提供と必要備品及び設備の充実」として以下項目へ記

載しており、引き続き、推進を図っていきます。 

【基本目標１】みなみの魅力を活かした人の流れづくり 

（ア）定住・交流の場として選ばれるまちづくり 

 ②みなみの個性を活かしたまちづくり 

  ■おもてなしの意識づくり 

   ●多様な自然体験プログラム等の提供と必要備品及び設備の充実 

② 

3 P20-21 【基本目標２】 みなみの資源を活かした仕事づくり 

（イ）美波ブランドの構築による高付加価値化 

■美波ブランドの構築（重点） 

「美波の誉れ」を強化すべき。 

 

○美波の誉れをきちんと動かすこと 

・美波町産業施策等検討懇話会を再構築する 

 

・「美波の誉れ」をはじめとする美波ブランドの構築は、町として非常に重要な観点

と捉えております。お示ししていただいた内容は、美波ブランドの構築として重点項

目に位置づけて、以下項目へ記載しており、引き続き、推進を図っていきます。 

【基本目標２】 みなみの資源を活かした仕事づくり 

（イ）美波ブランドの構築による高付加価値化 

  ■美波ブランドの構築（重点） 

② 

4 P34 【基本目標４】 みなみの地域を支える人づくり 

（イ）自治体機能の向上 

①施策推進のための職員の育成 

○町の持続や発展に資する職員の育成を図ること 

・地域リーダー養成塾に毎年１名派遣すること 

・市町村アカデミー等の全国的研修に毎年２名以上参加させること 

・地域担当職員制度を創設し、地域課題と町の施策にズレを生じないように留

意すること 

・担当職員（産業振興課及び政策推進課）のスキルアップをはかるため、県産

業振興機構や商工会連合会等が実施する研修に能動的に参加させること 

・職員の育成は重要な観点と認識しております。職員が自発的に研修に参加でき

る体制づくりや意識の醸成を含めた研修プログラムの参考にさせていただきます。

また、特定の地域に偏りなく公平な立場として職員が住民と共に地域課題の解

決を図っていくことできるよう努めます。お示ししていただいた内容は、「施策推進

のための職員の育成」として以下項目へ記載しており、引き続き、推進を図ってい

きます。 

【基本目標４】 みなみの地域を支える人づくり 

（イ）自治体機能の向上 

  ①施策推進のための職員の育成 

② 

5 P36-37 【基本目標５】 みなみの安全・安心な地域づくり 

（ア）災害に強いまちづくり 

■災害に強いまちづくり（重点） 

ドミトリー聖ヶ丘は進入路を含めて１億円で避難施設としての最低限の機能を

確保している。こうした先行事例をきちんと学習すれば、田井、由岐、志和岐、阿

部、伊座利とすべての沿岸点在集落で希望をつなぐ施設を整備することは可能で

あり、木岐でも遅れている東、西、白浜について高齢者等の先行移住的要素を

持ったグループホーム的施設も念頭に置きながら考えることができるはずである。 

 

・お示しいただいた内容は、非常に重要な観点と認識しております。防災・事前復

興等の計画において検討してまいります。 

 

 

 

 

④ 
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番号 ページ 対応箇所 ご意見の内容（要旨） 対応案 対応区分 

○地域分散型小規模避難施設兼復旧復興拠点施設の整備等に地域との協

働で取り組むこと 

・山を削らない或いは少しの造成工事で整備が可能な場所（伊座利、阿部、

志和岐、由岐、田井、木岐で各１箇所以上）を目安に探すこと 

・上記について、熟度の高いところから借地契約を締結し、実施設計を行うこと

年１地区以上 

・上記について、事業予定期間内に２地区以上新築すること 

・先行移転（転居、避難を含む）宅地、応急仮設住宅用地について、各地区

１箇所以上探すこと 

・以上を、地域を単位とする事前復興計画策定とリンクしながら進め、町事前

復興計画にボトムアップして位置づけること 

・事前復興計画の策定が必要と認識しております。お示ししていただいた内容は、

「事前復興の推進」として以下項目へ記載しております。 

・徳島県が３月に策定を予定している事前復興計画策定ガイドライン等の動向も

踏まえながら、計画の検討を実施していきます。その際には、先行事例である由

岐地区の各地域の事前復興まちづくり計画等を踏まえ、各地区で検討すること

となる事前復興まちづくり計画において、避難期・復旧期の住まいのあり方を、住

民の皆さまと一緒に検討していきたいと考えております。 

【基本目標５】 みなみの安全・安心な地域づくり 

（ア）災害に強いまちづくり 

 ■災害に強いまちづくり 

  ●事前復興の推進 

   ・若者参加による事前復興まちづくり計画の検討 

② 

6 P18 【基本目標２】みなみの資源を活かした仕事づくり 

（ア）美波の特性に応じた地域産業の育成・強化 

④生業としての林業の確立 

 

林業振興と津波防災対策がセットになっている「木材流通備蓄構想」を強化す

べき。 

 

○美波町木材流通備蓄構想の推進 

・山河内農村公園の遊休スペースを用途変更する（構想策定当時は、用途

変更制限期間であった） 

・野田産業敷地の実験棟を参考に、流通備蓄倉庫（３m タイプと４ｍタイプ）を

各２棟新築する 

・非常に重要な観点と認識しており、以下項目へ「木材流通備蓄構想の推進」を

追記させていただきます。 

【基本目標２】みなみの資源を活かした仕事づくり 

 （ア）美波の特性に応じた地域産業の育成・強化 

  ④生業としての林業の確立 

   〇地域資源の循環、地産地消の推進 

    ・木材流通備蓄構想の推進 

① 

7 P38 【基本目標５】 みなみの安全・安心な地域づくり 

②空家の活用等（重点） 

■空家の活用等 

浸水しない位置にある空き家を町が借用者となって確保し手を加えることで、新

設をしなくても避難所や先行移住先を生み出すことができる。 

・非常に重要な観点と認識しております。お示ししていただいた具体の施策・事業

は、重要な取組と捉え、今後の参考にさせていただきます。 

③ 

8 P40 【基本目標５】 みなみの安全・安心な地域づくり 

（イ）安心できる持続可能な地域づくり 

①医療体制の強化 

美波病院の発熱外来での小児診療の受け入れを推進していくべき。 ・お示しいただいた内容は「診療科目の拡大可能性の検討」として以下項目へ記

載しており、引き続き、推進を図っていきます。 

【基本目標５】 みなみの安全・安心な地域づくり 

（イ）安心できる持続可能な地域づくり 

 ①医療体制の強化 

  ○診療科目の拡大可能性の検討 

   ・住民ニーズを踏まえつつ、小児科をはじめ診療科目の拡大可能性について

検討 

② 

 

-以上- 


